
第２回 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の施設整備検討小委員会で出された意見 

 

区分 

施設等 
① 施設の必要性 ② 施設の内容 ③ 整備後 

  Ａ 全体（共通） 

・国体のためにやむを得ず整備する、というので

はなく、この国体を機に今後もスポーツ振興に

寄与していくために必要な整備だというスタン

スが必要 

・大会開催の意義や経済効果の面を明らかにする

こと 

・国体で補助金が活用できるということを示した

ほうがよい 

・国体のためだけの施設となることのないように

してほしい 

・補助金等がどのように活用できるのかを示すこ

と 

・高齢化も進む中、バリアフリー等に配慮した整

備が必要 

・国体を契機とした施設整備によって市民の健康

増進やスポーツの普及等、今後のメリットを示

すこと 

・国体後、どのように有効利用されるのかを示す

こと 

・バリアフリー等障がい者、高齢者への配慮がさ

れ、災害時に活用できること 

・将来的に公共施設マネジメントにおいてプラス

になることを示すことができること 

Ｂ 長野運動公園 

 総合体育館 

・かなり古い施設で、利用者も多いので新しく建

替える必要がある 

・公式大会が開催できる等、利用価値の高い施設

にしてほしい 

・バリアフリー等、今まで不足していた部分を整

備してほしい 

・アクアウィングと一体的に利用できるように配

慮してほしい 

・利用料を適正な金額にすることが必要 

Ｃ フットボール場 

・グラウンドに夜間照明がなく、サッカー等の屋

外競技も平日夜間は体育館で活動するので体育

館が取れない状況に拍車をかけている 

・Ｕスタジアムだけでは国体の開催は不可能 

・リバーフロントの機能移転と考えると１面では

足りないのでは 

・人工芝は有事の際、駐車場などにも利用でき  

 る 

・リバーフロントの維持管理を見直し、財政的な

負担を減らす努力が必要 

・整備によるメリット、デメリットを具体的に示

すこと 
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